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令和 7年度の事業について

　❶　万博期間中に京都レストランスペシャルを特別開催！
京都レストランスペシャル実行委員会では万博の開催を

記念し、冬の風物詩イベント「京都レストランウインター
スペシャル」を、大阪・関西万博開催記念として特別開催。
開催期間は 5月 12 日（月）～ 7月 6日（日）。

（１）‌�特別企画として、参加店舗エリアを拡大し、京都
府全域でお楽しみいただけます。

（２）‌�京都の多様なエリアの魅力を発信する「とっておき‌
の京都」や「もうひとつの京都」につなげ、周辺
観光を推進します。

（３）‌�京都産の食材や伝統工芸で設えた器やお部屋での
食事など、京都の伝統や文化を感じられる特別 
メニューを提供します。

　❷　テックツアーで京都企業の技と魅力を紹介
京都市では、万博を契機に、ビジネス交流やネットワーク‌

の構築を図るため、海外企業等による市内企業の視察や‌
スタートアップとの交流も含む「Tech Tour Kyoto」を 
実施中で、当ビューローが同事業の事務局を担っています。
令和７年度は、万博開催期間を中心に、海外各国より
様々な政府団、企業、団体が京都への訪問を予定されて
おり、関係各所と連携しながら、ビジネス交流を促進、
支援して参ります。

　❸　万博会場内外でオール京都の取組み
大阪・関西万博きょうと推進委員会では、
（１）‌�大阪・夢洲の万博会場内に常設の京都ブースを‌

おいて、京都へのゲートウェイとして、「文化・環境」‌
「産業」「観光」「食」「いのち」をテーマとした展示‌
などを展開します。

（２）‌�4 月 2 3 日に万博会場内で「EXPO KYOTO 
MEETING ～和のこころと地球の未来～」を開催。
京都の豊かな魅力やこれからの世界、人類、地球
の在り方について京都から世界へ「問い」を発信
するとともに、伝統芸能や高校生、大学生などの
パフォーマンスを披露します。

（３）‌�京都駅に情報発信拠点等を設置
し、府内各地で開催される万博
関連イベントなどを一元的に‌
発信し、府内全域への誘客を‌
図ります。

　❹　‌�けいはんな万博‌
「未来社会への貢献～次世代への解～」への参画

大阪・関西万博に合わせ、関西文化学術研究都市（けい‌
はんな学研都市）では、「けいはんな万博 2025」が開催
されます。当ビューローも参画するけいはんな万博運営
協議会が中心となり、高い研究開発力と豊かな歴史文化
資源に恵まれた特徴を生かし、「ロボット・アバター・
ICT」「ウェルビーイング」「スタートアップ」「サイエンス‌
＆アート」の 4 つのフェスティバルや‌
国際会議などが多数開催されます。会期
は 4月 13 日（日）～ 10 月 13 日（月）。

令和６年度「会員の集い」（2月18日）に、多数のご参加ありが
とうございました。

https://expokyoto.jp/

https://keihannaexpo.org/

いよいよ万博の開幕です。当ビューローは「大阪・関西
万博きょうと推進委員会」の共同代表・共同事務局として
京都への誘客や経済貢献のため、下記事業に取り組みます。
※ ‌�令和 7年度の事業概要の全体はホームページを参照。
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海外プロモーションについて

京都市 MICE 会議

MICE

MICE

　当ビューローでは、海外でのMICE 商談会への参加や京都でのMICE 商談会の開催などの海外プロモーションも積極的に
行っています。今年度実施したものの中で直近の取組について、ご紹介させていただきます。

　❶　MICE 商談会「AIME2025」＠メルボルンに参加

　2025 年 2 月 10 日～ 2 月 12 日に、オーストラリア・メルボルンでアジア
地域で最大級の MICE 商談会「AIME2025」が開催されました。
　当ビューローも昨年度に引き続いて参加し、在オーストラリアの京都市‌
海外情報拠点とも連携しながら、商談を実施しました。
　商談会には、オーストラリアを中心に、世界中から招待バイヤー‌
（案件保有者）が参加しており、バイヤーが顧客に対して京都でのMICE‌
開催を提案する際に重要となるユニークベニュー、アクティビティ、ホテル、
MICE施設等の情報提供を行いました。
　2025 年の大阪・関西万博の開催、また万博後も見据えて、今後もステークホルダーの皆様と連携しながら、世界からの 
MICE誘致に取り組んでまいります。

　❷　‌�「KYOTO　MICE TRADESHOW」を開催

　2025 年 2月 19 日～ 21 日にかけて、「KYOTO MICE TRADESHOW」を
開催しました。本事業は、昨年、アジア最大のMICEメディアであるM＆
C ASIA、京都市の協力のもと実施したもので、2年連続での開催となります。
　当日は世界各国から 25 名の案件保有者（バイヤー）が京都に集い、初日
にウェルカムレセプションを実施した後、2 日目には、市内事業者 19 社と
の商談を実施しました。持続可能な MICE の実現に向け、昨年同様、商談
前には、「開催の時期、時間、場所の分散」や、「住民生活の支障にならない
よう行程を組むと同時に、京都観光モラルを順守いただきたい」旨をお願い
し、商談を開始しました。最終日には、二条城や国立京都国際会館などの‌
京都のユニークベニューやMICE施設を視察いただきました。
　本事業では、昨年度にご参加いただいたバイヤーによって、既に大型国際会議や複数のインセンティブ（企業等が行う報奨・‌
研修旅行）が決定する等、実績を上げています。引き続き、本イベントのような取組を通じて、持続可能なMICEの誘致・開催
に努めてまいります。

当ビューローでは、2025 年 3月19日（水）に、京都市と共に「京都市 MICE 会議」を開催いたしました。
この会議は、有識者、会議施設、旅行会社、会議運営会社などの MICE に関わる関係者が集まって毎年開催しているもので、本年
度の取組や、現在の国際会議開催状況、来年度の予算等を報告した後、今後のMICE誘致に向けたプロモーション、市民や企業との
交流促進など、今後のMICE 誘致・開催の在り方について、情報交換・意見交換を実施しました。
当ビューローでは、今後も、京都市をはじめ、ステークホルダーの皆様と連携し、MICE 需要の獲得と開催支援の強化、持続可能な
MICE 開催等に取り組んで参ります。
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環境に配慮したサステナブル MICE 京都ガイドラインの策定等MICE

　京都市は国が進める「脱炭素先行地域」に選定され、「京都
の文化・暮らしの脱炭素で地域力を向上させるゼロカーボン
古都モデル」の創出に取り組んでいます。
　その一環として、当ビューローは京都市と共に、先駆的で
カーボンフリーな国際会議等を創出し、実施を推奨する取組
を示した「環境に配慮したサステナブルＭＩＣＥ京都ガイド
ライン」を策定しました。また、策定に併せて、環境に配慮
したサプライヤーリスト及び MICE 開催にかかる CO2 排出
量計算ツールをとりまとめました。
　今回策定したガイドライン、環境に配慮したサプライヤー
リスト及びMICE開催に係るCO2 排出量計算ツールは、3月‌
末頃に当ビューローのホームページで公開されます。
　URL：https://stage.meetkyoto.jp/co02/

● ‌�ガイドライン：サステナブルMICE開催に向けたアクション
リスト等

● ‌�環境に配慮したサプライヤーリスト：認証取得等、環境に
配慮したMICE事業者を紹介することで、サステナブルな
MICEの開催を促進。

● ‌�MICE開催に係るCO2 排出量計算ツール：基本情報の入力
により、CO2 排出量を見える化し、連動したカーボン・‌
オフセットを促進。

Tech Tour Kyoto（関西領事団対象の視察ツアーの実施）

京都市では、海外から多くの政府・ビジネス関係者等が来日する 2025 大阪・関西万博を契機として、ビジネス交流やネット‌
ワーク構築を図るため、海外企業等による市内企業の視察やスタートアップとの交流などを含む「Tech Tour Kyoto」事業
を実施しており、当ビューローでは同事業の事務局を担っています。
その一環として、2025 年 1月 24日（金）に、京都市主催のもと、関西 6 府県の総領事・名誉領事等で構成される関西領事団 

の皆様を対象とした視察ツアーを実施しました。
本ツアーでは、産学連携により化学分野の研究開発を行う企業・大学等
が数多く入居する「京都市成長産業創造センター（ACT 京都）」を視察し、
同センターに入居しているスタートアップ企業や同センター周辺に立地して‌
いるベンチャー企業によるプレゼンテーションのほか、ポスターセッション
や市長も交えたランチタイムミーティングによる交流も行い、産業都市と
しての京都の魅力について理解を深めていただきました。大阪・関西万博‌
の開催期間中は、海外各国より様々な政府団、企業、団体が京都への訪問
も予定されており、当ビューローでも引き続き、関係各所と連携しながら、
ビジネス交流を促進、支援して参ります。

MICE

＜CO2 排出量計算ツールのイメージ図＞
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開館20周年・京都迎賓館支援について

街かど古典カフェ、古典の日絵巻第14巻

文化発信

文化発信

新規賛助会員のご紹介　2025 年 4 月 1 日現在

グローバル・リクルートメント・スペシャリスト株式会社
所在地：‌�京都市中京区西洞院通二条下る‌

西大黒町３３６－４
Ｈ　Ｐ：http://www.grscorp.jp/

株式会社ピアトゥー
所在地：‌�東京都千代田区丸の内一丁目８番３号‌

丸の内トラストタワー本館２０階
Ｈ　Ｐ：https://peerto.jp/company/

インタラクティブ株式会社
所在地：沖縄県宜野湾市大山３丁目１１－３２
TEL：098-988-1572
Ｈ　Ｐ：https://www.inta.co.jp/

京都迎賓館は、平安建都 1200 年記念事業としてオール京都
で誘致を行い、2005 年（平成 17 年）に京都御苑内に開館さ
れた国の迎賓施設です。
当ビューローは、京都府、京都市、京都商工会議所とともに‌
同館の迎賓支援として賓客のもてなしを行うほか、一般公開‌
や特別企画への協力、オリジナル記念品の企画・販売などを
行っています。今年 4 月 17 日で開館 20 周年を迎える京都‌
迎賓館の最近の動きをご紹介します。

　❶　海外からの賓客が来館
2月 5日にザンビア共和国のハカインデ・ヒチレマ大統領が、

3月 7日にイタリア共和国のセルジョ・マッタレッラ大統領が
来館されました。同館支援 4者では、地元主催の歓迎行事を‌
開催し、京料理や日本舞踊の披露など、京都ならではのおもて
なしを行いました。

　❷　万博参加国に京都迎賓館を紹介
1 月 15 日～ 16 日に、姫路市で開催‌

された「IPM2025」（（公社）2025 年日本‌
国際博覧会協会主催）の会場で、同館
支援 4者と迎賓館京都事務所が連携・
協力し、京都迎賓館をPRしました。

各国の万博責任者からは、京都に国の迎賓施設があり、‌
京都ならではの伝統文化でおもてなしがされていることに‌
大変関心を持たれました。当日、会場内で具体的な利用の‌
相談を受けたり、実施後に同館のホームページ閲覧数が大きく‌
伸びるなど、高い広報効果がありました。

　❸　京都迎賓館 PR 動画の英語字幕版を制作
同館支援 4者では、これまでに「京料理」「華道」「茶道」を‌
テーマに同館の PR動画を制作し、一般参観者向けの放映や
インターネット公開をしてきました。これら 3 本の動画は‌
日本語のみでしたが、最近では訪日客の参観が増えており、‌
また、開館 20 周年や大阪・関西万博を迎えることから、各動画 
の英語字幕版を制作しました。今後は、国外へもその魅力を
発信していきます。
https://hellokcb.or.jp/bunka/geihinkan_movie.php

古典に触れ古典に学ぶ事の大切さを知っていただき、日本
の宝である古典をしっかりと次世代に伝えていこうと続けて
いる「古典の日」の活動から 2つの取組をご紹介します。

　❶　街かど古典カフェ

古典を楽しく学ぶ講座「街かど古典カフェ」は、「落語と伝統
芸能 “笑い ”の関係」と題し、落語家の桂吉坊さんをお招きして、‌
落語をまじえながら伝統芸能と落語についてお話しいただきます。
桂吉坊さんは第 3 回古典の日文化基金賞「伝統芸能・音楽」

部門を受賞され、伝統芸能の伝道師といえ
る存在です。是非軽妙なトークと話芸をお

楽しみください。お申込みは、古典の日の HP 
でご確認ください。
日　時：5月 23 日（金）13：30 ～ 15：00
受講料：‌�2，000 円（税込み）	 ‌

※学生は半額（当日学生証の提示要）

　❷　古典の日絵巻第 14巻
古典の日のHPを彩る「古典の日絵巻第 14 巻」は、京都府

立嵯峨野高校の京・平安文化論ラボの生徒の皆さんに「古典
の魅力を伝え隊！～高校生が読む古典の世界～」と題し執筆‌
いただきます。生徒たちは、「ちゅう源氏と巡る源氏物語 ‌
京都スタンプラリー」や地元菓子店の協力を得て源氏物語や
枕草子ゆかりのお菓子‌
作り、市民向け古典講座‌
など地域に溶け込んだ
古典文化活動を行い、‌
第 3 回　古典の日文化‌
基金賞「未来賞」を受賞‌
しました。若い人たち
の感性あふれる記事を
お楽しみください。

ＩＰＭ会場でのＰＲの様子

公益財団法人 京都文化交流コンベンションビューロー（KCVB）� 〒600‐8009　京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78番地　京都経済センター 3階

https://hellokcb.or.jp
TEL：075‐353‐3050　FAX：075‐353‐3055　　 インボイス制度に係る登録番号　T9130005012622
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